
平成３０年７月豪雨への対応



島田市での豪雨の状況



「今年は雨が多い。ゲリラ豪雨も多い」

１月～６月 総雨量⇒過去３年間の平均の１．６倍～１．８倍
大雨・ゲリラ豪雨＋土壌風化の加速＋突風＋根こそぎ倒木

⇒土砂崩れ

「停電も多い」

立木や笹の伐採が為されていない⇒枝が電線に引っかかる。
⇒倒木が電線に掛かる。

ゲリラ豪雨に伴う落雷（寒気と暖気が衝突）が多い
⇒停電リスクが高まる。



区 分 総雨量 最大時間雨量 特 記 事 項

島田・金
谷地区

７０ミリ １７ミリ ◆断続的停電（落雷等）
最大４時間

伊久身
地区

３３２ミリ ５５ミリ ◆６日：基準超過短時間
大雨⇒避難情報発令

川根地
区

３３５ミリ ４５ミリ ◆６日：土砂災害警戒情
報⇒避難情報発令
◆断続的停電
最大１時間

備 考 林道土砂崩れ、倒木事例あり。

７月豪雨の状況（７／３～１１）



避難所の開設状況

開設期間 ６日（金） ０６時４０分～１５時３０分

川根北
部地区

対象地域
（町内会）

塩本、抜里、葛篭、笹間渡、笹間下、笹間中央、
笹間篠上

避難所
抜里交流センター、川根中学校、
山村都市交流センター ささま、チャリム

避難対象 ５８４世帯、１５３６人

伊久身
地区

対象地域
（町内会）

二俣、中平、小川、犬間、長島、川口、鍋島、丹原、白笹

避難所 山の家、伊久美公会堂

避難対象 ３１３世帯、８０２人

最大４世帯が避難



７月４日午後の気象状況

ｔｅｎｋｉ.jpより

静岡地方気象台より



ｔｅｎｋｉ.jpより

７月５日午前（昼頃まで）の気象状況



防災気象情報提供システムより

７月６日朝の気象状況



防災気象情報提供システムより

７月６日朝の気象状況



スネークライン 危険度の推移

時間雨量の推移

川根雲見地区
（７月６日１０時５０分）

静岡ＧＩＳより

土壌雨量指数
が警戒レベル
を超過



大井川水系中小河川の流域雨量指数の推移の状況

防災気象情報提供システムより



大井川の各水位観測所での観測結果（６日１３時４０分）

細島観測所

駿遠橋観測所
神座観測所

国交省河の防災情報より



被災地への支援活動



日 程 主 要 業 務 場 所

７月 ７日

（土）

◆市から救援物資輸送

（２１時４５分出発）

消防資材車（４トン）

３品目、１７，４００点

新東名金谷ＩＣ

～伊勢湾岸道～新名神～山陽道

宝塚ＩＣ～Ｒ２姫路バイパス

７月 ８日

(日）

◆倉敷市役所到着 ０９時５０分

◆救援物資の避難所等への配分

４つの避難所及び水島支所

◆企業からの救援物資受入調整

◆災対本部業務支援

倉敷市災対本部等

７月 ９日

（月）

◆企業からの救援物資受入調整

◆真備町被災状況調査

◆倉敷市長等との面談

◆避難所運営状況調査

倉敷市災対本部等

真備町

倉敷市役所

水島地区避難所等

７月１０日

（火）

◆災対本部運営支援

◆倉敷市役所出発 １１時１０分

◆島田市役所着 １９時００分

倉敷市災対本部等

山陽道～新名神～伊勢湾岸道～

新東名金谷IC

倉敷市への派遣活動の概要



１

７／７夜 救援物資の積載 ７／７夜 出発前の点検

７／８早朝
前進間の休憩

島田消防署の資材車を
借用
（当初、環境課トラック
を準備したが、松下主査
の機転で臨時に借用）



７／９ 午前 倉敷市避難所での荷卸し
（右側が倉敷市職員。避難者がお手伝い）

７／９ 午前 倉敷市避難所での荷卸し
（子ども達もお手伝い）

４箇所の避難所に配分。
一部を水島支所に集積



７／８ 午後 島田市と連携協定を締結しているウェルシアにより、緊急支援物資が
４トントラック２台で、市役所と各避難所に輸送された(染谷市長からウェルシア会長へ
緊急支援要請）。

生理用品、紙オムツ（大人・小人）、歯磨き用品
（歯磨き粉歯ブラシ）、ウェットティッシュ



７／１１ 午後 ローソンから、緊急支援物資が真備町の物資集積に１０トントラック
で輸送された（島田市が物資の輸送完了までの一連の調整業務を担当）。

ボディパーパー、
ウェットティッシュ(アルコール入）、
虫除けスプレー、男性下着上下、ゼリー飲料
トイレ消臭剤、軍手、ゴム手袋、マスク、絆創膏

ローソン提供



倉敷市災害対策本部の活動状況



災対本部の掲示物



災対本部の掲示物



小田川氾濫に伴う洪水ハザードマップ ほぼハザードマップ通り
の範囲・浸水深さで浸水
した。

実際の氾濫浸水区域

ＮＨＫニュースより



７／９ 自衛隊、消防、警察による一斉捜索の作戦図
（各担当エリアの区分：青が自衛隊）

水がかなり引いたことから
第１回目の一斉捜索を実施

安否確認結果に基づき、
水が完全に引いた状況下
で引き続きの捜索が必要



罹災証明書の発行状況



大規模浸水した真備町の被害状況
（７月９日）



高梁川の河川敷が大きくえぐられている

小田川の護岸が決壊寸前



２階まで水が上がったのがわかる

ポートの屋根の上に大きなワイヤー
ロールが乗っている



水没し放置された消防団のポンプ車

押し流されたトラック



展示された車両も完全に水没

高架下の車両は完全に水没



奥に見えるビニールハウスは完全に水没

水が引かない宅地



排水後に泥濘化した道路

住宅街の中の道路も泥濘化



水が引いた後の道路は泥濘状態

乾燥すると泥は粘りつく



低い所は浸水したままの状態

畑と思われる浸水箇所に瓦礫が溜まる



行方不明者の捜索を行う消防・警察
の救援部隊隊員



真備町に開設された物資集積所



避難所の状況



避難所の状況







広島県呉市への応援職員派遣



今後、９月１日までの間、県からの指定に基づき、１週間交代で職員
を派遣予定

県派遣計画の第２陣での職員派遣
（７月１５日～２０日）


